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早 期水稲後作物 と しての ダイズの 晩播栽培に つ い て
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　　　　　　　　 （宮崎大学農学部）

Studies　on 　 late　sowing 　 culture 　of　soybean 　into　fallowed　paddy 　field　 of　early −season 　 cu 置ture　 rice

Teruhisa 　 UMEzAKI
，
　 Hiroshi　 RIKITAKE，　 Kishi　 HIRAMATsu　 and 　 Hakuroku 　 EToH

　　　　　　　　（Facu！ty　of　Agriculture，　Miyazaki　University）

　南九州 に おい て は 早期水稲 の 栽培 が 普及 した た め に，

水稲収穫後 の 8 月か ら10月ま で の 豊 富 な 日照 ．温 度お よ

び 降水 を有効 に 利 用 す る 目的 で，後 作 物 の 導 人 が 検 討 さ

れ て い る 、， ダ イズ は耐湿性が強く比較的粗放な栽培 が 可

能 な こ と か ら，後作物の 1 つ として 有望視 され て お り，

適 品種 の 選 定 が 重 要 と 思 わ れ る。本 研 究 で は 多数 の 品種

を供試 し，8 月上 旬播種 に 適す る 品種 の 選建とそ の 生育

特性 の 検討を行 っ た。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　九州地方 の 秋ダイズ を中心 に生態型 Ia からVc2 〕
ま

で の 100品種 を供試 し，1993，1994年 の 両年 に わ た り宮

崎大学農学部附属農場内 の 圃場で 栽培実験 を行 っ た 。 播

種期 は 標準播，晩播 の 2水準 で，1993年は 7月 10日 と 8

月12日，1994年は 6 月22日 と 8月 3 日 と した。栽植様式

は畦間70cm，株 問20c田の 1株 1本立 ，各品種15株 と した 。

施肥 は 化成 肥 料 （成 分 比 3 − 10− 10）を10a当 り100kg，

消石灰 100kgを全量棊肥 と して 全面全層 施用 した。開花

期，成熟期 を 品種 ご と に調査 し，収穫後に各品種IO個体

につ い て 調査を行っ た。

　　　　　　　　結果お よび考察

　1993年 は生 育期間 を通 じて 降水量 が 多く，日照 不 足 の

ため 生 育 は不良で あ っ た 。 さ らに，9 月上 旬の 台風 13号

の 強風 に よ り標準播栽培，晩 播栽 培 の 個 体 と も損傷 を受

け た た め 収量 は 低 か っ た。一
方，1994年 の 生育期間中の

平均気温 は平年｝こ比 べ 1．5℃高く，生育は 良好で あ っ た 。

　両年 と もに 充分 な 調査個体 が 得 られ た79品種に つ い て ，

晩播栽培 に お け る両年の 生 育 日数 の 関係 を第 1 図に 示 し

た。当然 なが ら，両年の 生 育 目数 に は高い 有意な正 の 相

関が み られ，また，両年 の 開花 ま で 日数 に も高い 有意な

正の 相関が み られ た。一
方，両年 の 標準播栽培 に お け る

平成 7年 9 月21日　 第72回講演会 （第58回九 州農業研究発

表会 と共 催）で 発表

開花 ま で 日数お よ び 生 育 日数の 変異 は 晩播栽培 に 比べ て

大 きか っ た が，晩播栽培 に お け る と同様 に 有意 な正 の 相

関 が み られ た。こ れ ら の こ とか ら，1呵年 の 著 し く異 な っ

た気象条件下 にお い て は各品種の 開花 まで 日数 お よび 生

育 日数 は 変動 したが ，品種 の 相対的 な 関係 は ほ ぼ 一
定で

ある こ とが 明 らか に な っ た。

　次 に，晩播栽培 の 収量性 に つ い て 検討
．
す るた め，第 2

図に は 1994年の 晩播栽培 に お け る単位 面 積当 り粒 重 の 変

異 と頻度 分布を示 した．両 播種期 ともに 良好 な 調 査個体

が 得 られた 88品種 に つ い て み る と，晩播栽培 の 単位面積

当 り粒重 は 27　g ／m2 か ら338g ／m
「

の 間 に 分布 し，88品種

の 平 均 は 標準 播 栽培 の 271g ／m2 に 対 し て 154　g ／me

（57％）と低 か っ た 。そ こ で ，単位面積当・り粒重 が 100
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第 1図　晩播栽培 に お け る 両 年 の 生 育 日 数 の 関係
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以上 の 55品種 を対象 に収 量 構 成 要 素 に つ い て 検討

を行 っ た。

　まず，粒数 に つ い て，標準播栽培の
一．一
株粒数 に 対す る

晩播栽培 の
一

株粒 数 の 比 率 の 変異 と頻度分布 を 第 3 図 に

示 した 。 標準播栽培 に対す る晩播栽培 の
一

株粒数の 比率

は33．5％ か ら98．8％ の 問 に 分布した。一一
株粒数 は 晩播栽

培 で 全体的 に減少 した が，開花 まで 日数が 45H 未満の 品

種で は 標準播栽培 に 対す る晩播栽培の
一
株粒数 の 比率が

60％未満 と な り，早生 品種で 減少が著 しか っ た。

　粒 の 大 きさ に つ い て
， 標準播栽培 の 百 粒重 に対す る晩

播栽培 の 百粒重 の 比率 の 変異 と頻度分布 を第 4睡【に 示 し

た 。 晩播に よ る一
株粒数の 減少 が 著 しい 品種 の 中に は 補

償 作 用 と して 百 粒 重 が 増 大 す る 品種 もみ ら れ た が
，

一一．・
般

に は晩播栽培で は 百粒重 が 減少 し，そ の 程度 は特 に 百粒

重35g 以 上 の 大粒品種 で 著 しか っ た．

第 2図
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　 とこ ろ で
，

1994年 は 11月末まで 降霜 が な か っ た た め ，

供試 した 全て の 品種が成熟期 に 達 した が， 8月初 旬 の 晩

播栽培 は 年 に よっ て は 降霜害を受ける 可能性が ある の で ，

生 態型 Vc の 申 で も結実 日数 の 長 い 品種 は晩播栽培 に は

不適当で あ る と思 わ れ る 。

　北九州 における 早期水稲後作物 として ダ イズ の 導入の

検討を行っ た 望月 ら
1 ｝

は，生態型 H に 属す る早生品種が，

また ，江 9K　L ）
は 品種ヒ ュ ウ ガ を 用 い た 実験結果か ら，宮

崎で は生態型 Nc も し くは 皿 c 品種が 有望で あ る と報告

して い る 。 しか し，本実験 の 結果か ら は，開花まで 日数

が 45B 以 上 の 基本栄養生長量 の 大きなWc あ る い は Vc

の 品種で ，比 較的結実 日 数の 短 い 品種 が
．一・
株粒数の 減 少

は 小 さ く，晩播栽培 に 適応性が あ る と 考えら れ た。松 本

ら
3）

は丹 波黒 な ど大粒品種を北 九 州 で 晩播栽培した場合，

結実日数の 不足 の た め 百粒重 が 減少 したと報告 してお り，

本実験 の 結果 と一
致す る．なお ， 粒 の 大きさ に付加価値

を有す る 大粒品種 は 晩播栽培 で は そ の 特性を維持す る こ

とが 囲難 で あ る と思 わ れ た。

　 以 上 の こ とか ら，南九 州 の 早期水稲後作物と して ダ イ

ズ を導入する場合 は，開花 まで 日数が 45日以上 の 基本栄

養生長量 の 大きな Wc あ る い は Vc で ，比較的 結 実 目数

の 短い 品種，例 え ば フ クユ タ カ，ヒ ュ ウ ガ，ア キ セ ン ゴ

クおよびア ソ ム ス メ な どが 有望 で あ る と 考えられる。

　　　　　　　　　　摘　　要

　南九州 の 早期水稲後作物 と して ダ イ ズの 導 入 を検討 し

た結果，開花まで 日数が 45H 以 上 の 基本 栄養生 長量 の 大

きな 生 態型 IVc あ る い は Vc で ，比 較的結実 日数 の 短い

品種 が 有望 で あ る と考え られ た。
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第 3図 標準播栽培の
一

株粒数に 対す る晩播裁培の

　　　　一株粒 数の 比率 の 変異 と頻度分布

　　　　麗驪蘿：開花 ま で 日数 が45来 満 の 品 種

　　　　［］ ： 開花 ま で 日数 が45以 上 の 晶種
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第 4 図　標準播栽培 の 百粒重 に 対 す る 晩播栽培の

　　　　百粒重 の 比率の 変異 と頻度分布

　　　　 i蠶i飄 1 百粒重 が35g 以上の 品種
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